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独
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県
の
補
助
金
交
付
要
綱
の
改

正
に
あ
わ
せ
て
１０
月
１
日
か
ら
、

母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
医
療
助

成
制
度
が
、
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
費
助
成
制
度
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
父
子
家
庭
へ
の

助
成
が
今
ま
で
の
半
額
助
成
か

ら
全
額
助
成
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
受
給
中
の
方
は
、

手
続
き
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

【
助
成
内
容
】

　
保
険
診
療
に
よ
る
医
療
費
（
入

院
、
通
院
、
歯
科
）
の
自
己
負

担
分
（
入
院
時
の
食
事
代
を
除

く
）

【
対
象
者
】

①
母
子
家
庭
の
母
と
児
童

②
父
母
の
い
な
い
児
童

③
準
母
子
家
庭
（
祖
母
と
孫
、

姉
と
弟
妹
）

④
父
子
家
庭
の
父
と
児
童

⑤
準
父
子
家
庭
（
祖
父
と
孫
、

兄
と
弟
妹
）

【
助
成
の
条
件
】

・
前
年
中
の
所
得
に
対
し
て
、

所
得
税
が
非
課
税
（
０
円
）

で
あ
る
こ
と
。

・
健
康
保
険
（
国
保
・
政
管
健

保
・
共
済
等
）
に
加
入
し
て

い
る
こ
と
。

・
医
療
費
の
自
己
負
担
分
に
つ

い
て
他
制
度
か
ら
助
成
を
受

け
て
い
な
い
こ
と
。

・
同
一
地
番
内
に
親
族
等
の
別

世
帯
が
あ
る
場
合
等
は
、
住

居
・
生
計
等
が
別
で
あ
る
こ

と
。
（
児
童
扶
養
手
当
法
第

４
条
に
お
け
る
支
給
要
件
を

参
考
）
〔
※
今
回
追
加
〕

【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
険
課
　
医
療
年
金
係

蕁
53
│

３
１
１
５

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
の
ご
案
内

◆
付
加
年
金

　
本
人
の
申
し
出
に
よ
り
、
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
定

額
の
保
険
料
に
付
加
保
険
料

（
４
０
０
円
）
を
加
え
て
納
め

ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
の
免

除
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
、
国

民
年
金
基
金
へ
加
入
し
て
い
る

方
は
付
加
保
険
料
を
納
付
で
き

ま
せ
ん
。

　
付
加
年
金
の
年
金
額
は
、
２

０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月

数
。
た
と
え
ば
、
10
年
納
め
る

と
（
２
０
０
円
×
１
２
０
月
＝

２
万
４
０
０
０
円
）
で
計
算
さ

れ
た
年
金
額
が
基
礎
年
金
額
に

加
算
さ
れ
ま
す
。

◆
寡
婦
年
金

　
寡
婦
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年

金
の
資
格
期
間
（
25
年
）
を
満

た
し
た
夫
が
、
年
金
を
受
け
な

い
で
死
亡
し
た
場
合
、
10
年
以

上
婚
姻
期
間
が
あ
っ
た
妻
に
、

60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
間
支
給

さ
れ
ま
す
。
年
金
額
は
夫
の
基

礎
年
金
で
計
算
し
た
額
の
４
分

の
３
で
す
。
た
だ
し
、
夫
が
障

害
基
礎
年
金
の
受
給
権
を
も
っ

て
い
た
り
、
妻
が
繰
り
上
げ
の

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
た

り
す
る
と
き
は
、
寡
婦
年
金
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
死
亡
一
時
金

　
死
亡
一
時
金
は
、
第
一
号
被

保
険
者
と
し
て
の
保
険
料
納
付

期
間
（
一
部
納
付
期
間
の
あ
る

方
は
そ
の
期
間
に
応
じ
て
計
算

し
た
期
間
）
が
３
年
以
上
あ
る

人
が
死
亡
し
た
と
き
、
支
給
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
死
亡
し
た

人
が
、
老
齢
基
礎
年
金
ま
た
は

障
害
基
礎
年
金
の
支
給
を
受
け

て
い
た
と
き
、
ま
た
は
、
そ
の

人
の
死
亡
に
よ
り
遺
族
が
遺
族

基
礎
年
金
の
支
給
を
受
け
ら
れ

る
と
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
短
期
在
留
外
国
人
の
脱
退
一

時
金

　
日
本
に
住
む
外
国
人
も
、
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
国
民

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
国
民
年
金
の
保
険
料
納

付
期
間
（
一
部
納
付
期
間
の
あ

る
方
は
そ
の
期
間
に
応
じ
て
計

算
し
た
期
間
）
が
６
カ
月
以
上

あ
り
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

資
格
の
な
い
、
短
期
在
留
の
外

国
人
に
は
被
保
険
者
資
格
を
喪

失
し
て
、
日
本
国
内
に
住
所
を

有
し
な
く
な
っ
た
日
か
ら
２
年

以
内
に
請
求
を
行
え
ば
、
脱
退

一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

休
日
・
時
間
外
の

年
金
相
談
（
９
月
）

○
第
２
月
曜
日
は
19
時
ま
で

　
10
月
９
日
（
火
）
は
、
県
内

４
つ
の
社
会
保
険
事
務
所
で
、

年
金
相
談
の
受
付
時
間
を
19
時

ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
知
東
社
会
保
険
事

務
所
で
は
、
10
月
１
日
、
15
日
、

22
日
、
29
日
も
、
年
金
相
談
の

受
付
時
間
を
19
時
ま
で
延
長
し

て
い
ま
す
。

○
第
２
土
曜
日
は
年
金
相
談
日

　
10
月
13
日
（
土
）
は
、
県
内

４
つ
の
社
会
保
険
事
務
所
で
、

９
時
30
分
か
ら
16
時
ま
で
年
金

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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年 金
だより
年 金
だより

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
に
は

独
自
給
付
が
あ
り
ま
す

　
医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、
平

成
20
年
度
か
ら
始
ま
る
「
特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導
」
の
実

施
主
体
や
目
的
に
つ
い
て
、
９

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
今
回
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。

　
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
気
が
別
々

に
進
行
す
る
の
で
は
な
く
、
お

な
か
の
ま
わ
り
の
内
臓
に
脂
肪

が
蓄
積
し
た
内
臓
脂
肪
型
肥
満

が
大
き
く
か
か
わ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
加
え
て
、

高
血
糖
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常

の
い
ず
れ
か
２
つ
以
上
あ
わ
せ

も
っ
た
状
態
を
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪

症
候
群
）
と
い
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
保
険
課
　

国
保
係
　
蕁
53
│

３
１
１
５

【
対
象
者
】
香
美
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

接
種
日
当
日
に
次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当

し
、
接
種
を
希
望
す
る
方

　
①
65
歳
以
上
の
方

　
②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎

臓
、
呼
吸
器
の
機
能
障
害
に
よ
り
身

体
障
害
者
１
級
相
当
の
方

【
実
施
期
間
】

10
月
１
日（
月
）〜
12
月
31
日（
月
）

※
た
だ
し
、
委
託
医
療
機
関
の
休
診
日
は

除
く
。

【
申
込
方
法
】
医
療
機
関
に
接
種
日
等
を

ご
確
認
の
う
え
、
健
康
保
険
証
、
身
体
障

害
者
手
帳
等
、
対
象
者
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
も
の
を
持
参
し
、
接
種
を
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

【
自
己
負
担
額
】
１
０
０
０
円

※
公
費
負
担
で
実
施
で
き
る
の
は
、
実
施

期
間
中
１
回
の
み
。

※
生
活
保
護
受
給
の
方
（
た
だ
し
、
①
②

の
要
件
に
該
当
す
る
方
の
み
）
は
、
免

除
証
明
書
を
持
参
す
れ
ば
自
己
負
担
が

免
除
に
な
り
ま
す
。
免
除
に
つ
い
て
は
、

福
祉
事
務
所
（
蕁
53
│

３
１
１
７
）、
香

北
支
所
事
務
管
理
課
（
蕁
59
│

２
３
１
１
）、

物
部
支
所
事
務
管
理
課
（
蕁
58
│

３
１

１
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

健
康
づ
く
り
推
進
課
　
蕁
59
│

３
１
５
１

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
チ
ェ
ッ
ク
！

【高血圧などは氷山の一角！？】

　個々のクスリで１つの山（高血圧など）

だけ削っても、他の疾病は改善されません。

運動習慣の徹底、食事の改善、禁煙などが

内臓脂肪を減少させ（氷山全体を小さくす

る）、高血糖・高血圧・脂質異常をともに改

善します。

国
保
だ
よ
り
（
そ
の
２
）

流
行
前
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

◆メタボリックシンドロームかどうか、以下の項目でチェックしてみましょう！

腹 部 肥 満
（内臓脂肪の蓄積）

腹囲（おへその周り）

◆男性　８５cm以上

◆女性　９０cm以上

①血清脂質異常（次の一方か、両方が該当）
　◆中性脂肪値　１５０mg/dl以上
　◆HDLコレステロール値　４０mg/dl未満

②高血糖
　◆空腹時血糖値　１１０mg/dl以上

③高血圧（次の一方か、両方が該当）
　◆最高（収縮期）血圧　１３０袢Hg以上
　◆最低（拡張期）血圧　  ８５袢Hg以上

「腹囲」に加えて、①～③のうち２つ以上があてはまると「メタボリックシンドローム」と診断
されます。１つの方もその予備群となります。




